
１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　―︓数値なし）

５　事業コスト （単位︓千円、⼈）

モデルとなる地区を各圏域に１箇所（全10箇所）つくり、そこから
各地に広げていきたいと考えているため、2地区/年とした。2

都市計画区域指定の全44市町村について、⼀体的な⼟地利⽤
の隣接市町村が同時に調査が実施できるよう配慮した上で、各市
町村が概ね５年毎に調査が実施できる数値を設定。
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決算額 職員数
予算額

うち⼀般財源合計前年度繰越 当初予算 補正予算
区分

R4年度
R3年度

（予算案）

（要求）
R5年度

0
9,741

73,452
42,297

0
28,000

50,818

③

No.

市町村

地区② 快適で魅⼒あふれるまちの新規モ
デル地区数

指標名 単位

都市計画基礎調査実施市町村
数

R5年度
目標値

達成
状況 目標値設定理由

推移

R3年度
実績

R2年度

実績 推移

R4年度
⾒込値

まちづくり推進費 部局 建設部 課・室

次期総合５か年計画（答申書）との対応関係
快適でゆとりのある社会生活を創造する

〜 E-mail toshi-machi@pref.nagano.lg.jp

都市・まちづくり課
実施期間

政策の柱

①都市計画基礎調査の結果を踏まえた、都市計画区域マスタープランや各種都市計画の決定

②⻑野県都市計画審議会及び⻑野県開発審査会の開催

・合理的かつ公平・公正な都市計画の推進のため、都市計画法第6条の規定による
 基礎調査を概ね 5年毎に実施
・広域的な連携を図るため、生活圏単位（10圏域）の計画性を重視し、
 都市計画区域マスタープラン（39区域）を変更

・都市計画の着実な実施のため、知事の諮問に応じ都市計画に関する事項等を審議
・適切に開発許可制度を運⽤するため、開発許可に関する事項等を審議
③信州地域デザインセンター（UDC信州）による広域的かつ専門的な支援

①

事業改善シート（令和５年度実施事業分）

　都市計画法の規定により、概ね5年毎に⼈⼝、産業、⼟地利⽤等の都市計画に関する基礎調査を⾏い、これを踏まえ県内39都市
計画区域において、概ね10年後を都市施設の整備目標年次とする都市計画区域マスタープランや、各種都市計画の決定（変更）を
⾏っている。また、都市計画法の規定により、県都市計画審議会および県開発審査会を設置している。
　価値観の変化等により「まちづくり」に対するニーズが多様化しているが、専門家不⾜等により、対応が困難な市町村が増えている。

11 07 01 ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

・市町村が抱える「まちづくり」の課題の解決に向け、様々な方法により支援
 （⺠間企業と連携した社会実験、地域住⺠の活動の場づくり支援等）
・セミナー等を開催し、「公・⺠・学連携」を現場で進める　「まちづくり⼈材」を育成
・県内の「まちづくり」に係る情報を集約し、　公式ホームページやFacebookなどにより内外に発信

事　業　名
S43

事業番号

　都市の将来像とその実現に向けての道筋を明らかにするため、都市計画に関する基礎調査を実施し、都市計画区域マスタープランや各
種都市計画を定め、県都市計画審議会及び県開発審査会により、都市計画法の規定に基づく事項について、調査・審議を適正に⾏
う。
　「まちづくり」の主体は市町村であるが、⾏政だけではなく、⺠間企業や県⺠、教育機関や学生等と連携しながら、多様なニーズに対応し
た「まちづくり」を県としてサポートする。

▲民間企業と連携した広域的な

社会実験
▲ UDC信州シンポジウム2022

▲高校の探求活動と連携した取組 ▲地域住民の活動の場づくり



開発審査会の開催
直接 市街化調整区域の開発許可に関する審議等を⾏うため、開発審査会を開催

【開催回数︓6回】

（要求） 669
千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

細事業
No. 細事業名 R3年度

当初予算
R4年度

当初予算
R5年度

当初予算

3 住宅総務費（開発審査会） 665 666
（予算案）

3 信州地域デザインセンター事業
直接

信州地域デザインセンターを運営し、まちづくり支援、まちづくりセミナー等を実施

【まちづくり支援件数︓24件、セミナー開催回数︓３回】

【市町村数︓10市町村／44市町村】

2 信州まちなか快適空間創出事業
委託 コンパクトシティ形成に寄与する「歩きやすいまち」「歩きたくなるまち」のモデル都市を

造るため、社会実験等を実施し、ウォーカブルなまちづくりを始めるための後押しを⾏
う。
【社会実験︓１市】

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 都市計画基礎調査業務委託
委託 ⼈⼝、産業、⼟地利⽤等の都市計画に関する基礎調査を実施

細事業を構成する主な取組

都市計画審議会の開催

実施方法
直接

（要求） 48,776
千円 千円 千円

細事業
No. 細事業名 R3年度

当初予算
R4年度

当初予算
R5年度

当初予算

2 都市計画推進費 39,909 71,454
（予算案）

1,373

部局 建設部 課・室 都市・まちづくり課

令和５年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

都市計画に関する事項の調査審議等を⾏うため、都市計画審議会を開催

【開催回数︓４回】

1

R5年度
当初予算

R4年度
当初予算

R3年度
当初予算

（予算案）

事　業　名 まちづくり推進費
事業番号 11 07 01 細事業⼀覧（令和５年度実施事業分） ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

1

細事業
No. 細事業名

都市計画諸費

No.

1

（要求）

千円

1,723 1,332

千円 千円


